
美土里中学校区探究的な学習の
在り方に関する研究

令和４年度



未来チャレンジ探究学習
（ＰＢＬ）

研究のテーマ

うーん❕

分からん。
教えて。

いいよ。
いっしょにやろ

う。



資質・能力

発想
力

論理的思考力
【小学校低学年】

自分の考えを理由をつけて，順序よく伝えて
いる

【小学校中学年】

身の回りにある課題に気付き，理由や事例を
もとに筋道立てて伝えている

【小学校高学年・中学校１年生】

現状から原因を見つけ，自分の考えや思いを
広げ，伝えている

【中学校２・３年生】言語力

課題に対して，明確な根拠をもって思考・発
言している

批判的思考力
【小学校低学年】

伝え合うために必要な事柄を選んでいる

【小学校中学年】

比較・分類して伝え合う事柄を選んでいる

【小学校高学年・中学校１年生】

分類したり関係付けたりして伝え合う内容を検討し
ている

【中学校２・３年生】

集めた情報を適切に取捨選択している
楽観的思考力

【小学校低学年】

興味・関心をもち，挑戦しようとする

【小学校中学年】

自分で決めたことに挑戦しようとする

【小学校高学年・中学校１年生】

失敗をおそれず，積極的に学びを繰り
返そうとする

【中学校２・３年生】

成功までのプロセスをイメージし，ま
ずはやってみようと挑戦している

言語力 協働性



令和３年度の成果と課題（小学校）
【成果】

•今までと同じことをするのではなく，児童の思いや願いか
ら単元を構成したり，課題を設定したりすることができた。

•総合的な学習の時間だけでなく，教育活動全体で児童のよ
さに目を向けて取組を進め，自己肯定感が向上した。

【課題】

•自分で課題を見つけること，問いをたてることは，まだ十
分ではない。

•自分事となる探究活動になるよう，課題設定についてより
個々の思いや願いをもとに考えていく。



令和３年度の成果と課題（中学校）
【成果】

•個人探究を行ったことにより，全生徒が自分のやりた
い探究を行った。

•探究のやり方を少しずつではあるが身に付けた。

•論理的思考，批判的思考が身につき始めている。

•教職員がコーチングについて少し理解できた。

【課題】

•個人で探究を行うことがメインだったため，他者との
かかわりが少なかった。

•探究の深まりがない生徒がいた。



美土里中学校区のウリ

一人一探究
自分の「好き」を探究



PBLのキーワード

•自分のためになること

•他人のためになること

•地域や社会のためになること



小学校
3年～6年

★体験をもとに

「問い」をたて，探究する



３年生 「美土里の生き物」

〈３年生がたてた問い〉

○メダカは，どんなところにすんでいるのだろうか。

○ハゼは，どんなところにたくさんいるのだろうか。

○ヤモリとイモリは，きれいな水のところにいるのか。

それともきたない水のところにいるのか。

○なぜ，ハッチョウトンボは絶滅しそうなのか。



４年生 「美土里の食べ物・食材」

〈４年生がたてた問い〉
○だれが，どうやって作っているのか。

○どんな順番で作るのか。

○どんな材料で作るのか。

○どのくらい種類があるのか。

○いつごろ収穫するのか。

○いつが一番おいしいのか。

○種から育てるのか。苗から育てるのか。

○ウコンの味と効果は。

○えびす茶は，どんなところが健康にいいのか。



５年生 「環境」

〈５年生がたてた問い〉

○どうすれば，「ポイ捨て」をへらすことができるのか。

○どうすれば，海のゴミをへらすことができるのか。

○どうして海の環境が悪化するのか。

○どうしたら，木を増やすことができるのか。

○どうしたら，地球温暖化を防ぐことができるのか。

○なぜ，川や海に外来魚が増えているのか。

○電気を使いすぎないように家でできることはないのか。



6年生 「生き方」（一人一探究）

•自分が興味のあることで「自分のため」「友達や家族のため」

「地域のため」になりそうな問題を解決できるよう探究する。

•「問い」をたて，仮説をもとに検証・実証を行う。

•自分の探究を家族や他学年に発表する。



ウエビングに自分の関心のあること等を書き出す



6年生のテーマ・問い



中学校
１年～３年

★すぐには答えの出ない

「問い」をたて，探究する



生徒たちの興味関心
•川，魚，釣りなど，小さい頃から親しんできた地域で
の自分たちの楽しみ（54人中17人）

•動物（犬，猫，牛，インコ，メダカ，ウナギ，オオサ
ンショウウオなど）など，自分が飼っているなどして，
関わりが深い動物

•自分がやっているスポーツ（バスケット，サッカー，
野球など）

•自分が苦手とする学習（語学，理科，勉強嫌いなど）

•生活の中で困っていること（睡眠，ゲーム，緊張，食
べ物など）





美土里中学校区のウリ

コーチング
児童生徒の思いや考え，

願いを引き出す



「一人一探究」 学習の流れ

①ＰＢＬってなんだろう（ガイダンス等）…１時間

②探究するテーマを決めよう…３時間

③問いを立てよう…３時間

④仮説を立てよう…２時間

⑤情報を収集しよう＆やってみた！…５時間＋夏休み

⑥収集した情報を整理分析しよう…５時間

⑦仮説交流会で発表しよう…２時間（中間発表会）

⑧仮説を見直そう…１時間

⑨発表スライドを作成しよう…６時間

⑩発表しよう…１時間

⑪自分たちの発表を振り返ろう…１時間



自分の興味あることについて，問いを立ててみよう！

・食べられる花はあるのか。
・花を枯らさずに育てる方法はあるのか。
・サンタがいると思っている人は多いのか
少ないのか。

・温かい飲み物を飲むだけで本当に睡眠の
質は変わるのか。

・中学生に人気ファッションはどこのブラ
ンドか。

・ファーストでショートバウンドを取れる
ようになるには？

・変化球でストライクを取るには？



進捗確認！

• 全生徒の進捗を

エクセルシートに

入力し誰もが指導

できるようにする。



＜学び合いを生かしたコーチング＞

どうしてそのテーマ
にしたのかを伝え，
お互いに質問し合
う。

集めた情報をどの
ようにスライドにま
とめていけばいい
かアドバイスし合う。



「テーマ」や「問い」・「仮説」について
交流し，質問する

バスケットのシュートは技だ
けでなく，体力も関係するん
じゃないかな。

甘いものっていうのは，生地
のこと？それとも使う果物の
こと？



生徒同士のアドバイスの様子



美土里中学校区のウリ

多様な方法での
情報収集

「やってみた」を推奨



単元の流れ

①ＰＢＬってなんだろう（ガイダンス等）…１時間

②探究するテーマを決めよう…３時間

③問いを立てよう…３時間

④仮説を立てよう…２時間

⑤情報を収集しよう＆やってみた！…５時間＋夏休み

⑥収集した情報を整理分析しよう…５時間

⑦仮説交流会で発表しよう…２時間（中間発表会）

⑧仮説を見直そう…１時間

⑨発表スライドを作成しよう…６時間

⑩発表しよう…１時間

⑪自分たちの発表を振り返ろう…１時間



実際にやってみた！を推奨

•本やインターネットで調べる

•アンケートをする

•実験をする

•自分以外の人にも試してもらう

•実際に現場へ行く

•外部連携を行う



＜図書の活用＞



＜アンケート＞



＜実験する＞



＜自分以外の人にも試してもらう＞

＜実験する＞



＜実際に現場に行く＞



＜インタビュー＞



＜外部連携＞



中学校 連携した外部機関の方々
【地域の団体等】

①安芸高田市役所建設課の課長 ②安芸高田市役所多文化共生課の通訳

③可愛川漁業協同組合の美土里町在住者 ④横田神楽団の団員

【県内の公的機関】

⑤広島県環境保健協会 ⑥広島市動物愛護協会職員 ⑦安芸高田警察交通課

⑧中国地方整備局の整備員 ⑨JR 西日本芸備線（向原駅・吉田口駅・甲立駅）駅員

【県外の公的機関】

⑩加古川市立加古川中学校の教頭 ⑪香川県観光協会交流推進部国際観光推進室

【大学の先生】

⑫広島国際大学健康科学部心理学科の教授 ⑬筑波大学体育専門学の准教授



連携した外部機関の方々
【その他の専門家】

⑭広島テレビのアナウンサー

⑮JFAコーチ中国地域女子担当 ⑯学習塾ワムの塾講師

⑰サンショウ（卒業アルバムの会社）のカメラマン

⑱土肥動物病院の獣医

⑲日本動物病院協会 全国動物病院協会

⑳アニマルセラピー協会

㉑Good Condition Plus(+) マナ治療院のトレーナー



美土里中学校区のウリ

交流の場
の設定



＜６年生が他学年に発表＞





１回目…テーマが決まったら交流

中１と小６が交流（６月）

中２と中３が交流（６月）

２回目…安芸高田市長の訪問

各学年２人ずつ市長の前で発表

アドバイスをもらう

３回目…中間発表

縦割り班で交流

４回目…学習発表会に向けての練習

テーマごとのグループで交流

５回目…学習発表会

保護者の前で発表



美土里中学校区のウリと悩み

深まり



★深まりが見られたもの
①６年生の女子児童の探究

•冬になると手が荒れて困っていた

•どうしたら手荒れが楽になるのかと思っ
た

手荒れが楽にな
る方法をイン
ターネットで調
べる

必要なものを用意し
て，「薬や保湿剤を
ぬる」「手袋をつけ
る」など，１週間続
けてやってみた

実験前と実験
後の手の様子
を比較した



②６年生の男子児童の探究

•バスケットボールに興味がある

•もっとうまくなってフリースローの
シュート率をあげたいと思っている

フリースローが
入るようになる
ためのコツをイ
ンターネットで
調べる

効果的な練習方法
をやってみる

どれだけシュー
トが入るように
なったのか実際
にやってみて，
結果を表にまと
める



③1年生（中学校）の男子生徒の探究

•現在外部の硬式野球チームに所属

•ポジションは固定されていないが，最近
ピッチャーが多くなった

•球を速くしたいという気持ちを常々もっ
ている

インターネット
で調べる

筑波大学 川村
卓准教授を見つ
ける

オンラインで川
村准教授にイン
タビュー



④２年生（中学校）の女子生徒の探究

自宅で牧場をやっており，お手伝い
をする中で，牛になめられることが
気になっていた。

自分の家に来て，自
分が考えている触り
方などの実験をやっ
てもらう人をアン
ケートで募る

夏休み中に実
験し動画撮影

色の見え方につい
てインターネット
で調べていると，
大学教授の論文に
あたる



⑤３年生（中学校）の男子生徒の探究

•見た目によって差別が起こっているとい
うニュースが気になった

•自分もこれから入試で面接がある

インターネットで調べて
「メラビアンの法則」を
読み，「姿勢や表情を意
識したら人に良い印象を
与えることができるだろ
う」と仮説を設定

広島テレビア
ナウンサーに
インタビュー

自分で色々な姿勢
をやってみる。そ
して，全校生徒へ
アンケート



★更にコーチングが必要なもの
①６年生の男子児童の探究

•野球に興味がある

•プロの選手がどこの高校の出身なのかを
知りたい

プロ野球選手が
どこの高校の出
身なのかイン
ターネットで調
べた

有名な選手の出身
高校がわかった

結果をまとめる



②２年生（中学校）の男子生徒の探究

ブラックバスを釣るのが楽しかったから，
ブラックバスの効果的な釣り方を調べた
い！

インターネットで調べて
バス釣りをする人は，集
中力にこだわってやって
いることや色々なルアー
を使っていることが分
かった

色んなルアー
をつかってバ
ス釣りをする

ルアーを変えたら
前よりも早くブ
ラックバスを釣る
ことができた



アンケートの結果（小学校）
【アンケート数値から】

・11項目中9項目上昇

・最も上昇した項目＜自己肯定感の項目＞

「自分にはよいところがある」

「友達のよいところを見つけることができる」

「自分のよさは周りの人から認められていると思う」

・肯定的評価が高かった項目＜学び合い＞の項目

「分からないことは聞いたり，友達と相談したりして

学習をすすめている」

・下降した項目

「自分の課題（調べたいこと）を見つけることができる」

「学習する時に，もっと考えてみたい，調べてみたい，

工夫してみたいなどを考えている」



成果と課題（小学校）

【成果】

• 授業の中で「学び合い」を生かし，分からないことを教え合った
り個々のテーマの違いやよさに気付いたりすることができた。他
者と対話することで，「次はこうしよう」と考えたり，協働的に
情報を収集したりしながら自分の決めた課題を最後までやり切る
ことができた。（協働性・楽観的思考力）

【課題】

• 体験をもとに課題を設定し，自分の興味・関心のあることを探究
したが，主体性の項目は８割にとどまっている。今年度初めて
「一人一探究」を行い，進め方に戸惑ったり問いを立てることな
どに難しさを感じたりしたことが考えられる。



【アンケート数値から】

• 14項目中13項目上昇

○上昇した項目（上位２位）

・「探究したいことについて比較したり

関連付けたりして，理由や根拠を明らかに

した。」…13%上昇

・「いくつかの情報源から情報を収集し，必

要に応じて取捨選択したり整理・分類し

たりした。」…11%上昇

○下降した項目

・「探究的な学習は自分の今後の学習のため

に役立つと思う。」…4%下降

アンケートの結果（中学校） R3 R4

1 96% 98%

2 64% 72%

3 93% 89%

4 95% 98%

5 85% 96%

6 87% 100%

7 89% 93%

8 96% 98%

9 82% 89%

10 82% 85%

11 87% 89%

12 89% 94%

13 95% 98%

14 96% 98%

探究的な学習は自分の今後の学習のために役立つと思う。

探究的な学習のやり方を他の教科等の学習や生活に役立ててい

る。

探究的な学習のやり方について理解できた。

自分の考えを見直したり、他者の考えを受け入れたりした。

課題に対して、自分なりの考え（新しい考えなど）をもつこと

ができた。

情報（収集したものも含む）をもとに、見通しをもって恐れず

に探究的な学習を進めた。

物事をうのみにせず、目的や根拠を明確にし判断した。

仮説から結論まで筋道を立てて考えた。

他者と協力して探究的な学習に取り組んだ。

自己の生き方を考えたり、自分のこととして取り組んだりし

た。

目的に応じて根拠を明確に提示するなど、相手に伝わりやすい

よう効果的に表現した。

探究したいことについて比較したり関連付けたりして、理由や

根拠を明らかにした。

いくつかの情報源から情報を収集し、必要に応じて取捨選択し

たり整理・分類したりした。

課題を自ら設定した。



成果と課題（中学校）

【成果】

•中学校では，実験・アンケート・専門家へのインタ
ビューを行ったことが，全体的な数値の上昇につな
がったと考える。

【課題】

•中学校では，「探究的な学習のやり方を他の教科等の
学習や生活に役立てている。」の項目が64%から72%と
上昇しているものの，全質問項目の中で最も低い数値
となった。



今後に向けて
・探究の流れや具体的な進め方について，今年度の取組をも
とに来年度も「一人一探究」に取り組む。その際，児童生徒
の思考に沿って探究が進められるよう，更にコーチングの力
を発揮できるようにしていく。

・多様な方法で情報を収集することを体験し，良さを感じる
ことはできた。しかし，小学校では，収集した情報の中から
必要なものを取捨選択したり，比較・分類したりすることは，
まだ十分ではない。批判的思考について学び，実践に生かし
ていけるようにする。

・各教科等とPBLとの関連を意識したり，PBLで学んだ学び
方をつかったりして，各教科の授業づくりにも取り入れる。


